
令和元年度 令和２年度 令和３年度

B/C（対前年度比）
概算事業費
累積赤字額

0.71（＋0.02）
6,680億円
2,080億円

※車両：高速AGT

0.73（＋0.02）
6,350億円
2,960億円

※車両：HSST（磁気浮上式）

0.71（△0.02）
6,560億円
3,040億円

※車両：HSST（磁気浮上式）

ルート うるま・国道58号 ＋ 空港接続線

内閣府の鉄軌道調査について

（参考）沖縄振興特別措置法（平成１４年法律第１４号）（抜粋）
（交通の確保等）

第９１条
２ 国及び地方公共団体は、沖縄における新たな鉄道、軌道
その他の公共交通機関に関し、その整備の在り方についての
調査及び検討を行うよう努めるものとする。

１．概要

○ 平成22・23年度に導入可能性調査を実施

その結果、社会的な観点から事業効率性を評価する
Ｂ/Cが１を下回ること、事業採算性を示す開業後40
年間の累積損益も多額の赤字が想定されること等の
課題が明らかになった

○ 平成24年度から、導入課題調査を実施

事業効率性及び事業採算性に引き続き課題が存在

２．調査結果 ※各年度において車両タイプが異なる

３．ルート図
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